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「まちづくりは生きもの」
ニーズに合わせて変化することが大切

「
一
人
ぼ
っ
ち
」
を
作
ら
な
い

持
続
可
能
な
地
域
の
ゆ
る
い
つ
な
が
り
を
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昔 の日本は、地域の助け合いがないと生
活が成り立ちませんでした。しかし、

現在の活動の中心は会社などの地域以外の場
に移っていきます。そのため、今まで地域で
支え合ってきた子育てや介護などが、お金で
解決できるようになり、その結果、地域のつ
ながりは徐々に必要性を失っていきました。
　さらに現在はデジタル技術が発達し、スマ
ホなどで多くのことが解決できるようになり
ました。自分に必要な人間関係は SNS など
で作れば用が足りてしまいます。そのため、
自身の関心がある所だけでつながればいいと
いう考え方を持つ人が増えてきています。
　しかし、本当にそれでいいのでしょうか。
地域の人の顔が見え、困ったときに支え合え
る関係は失ってはいけないものであり、何も
のにも代え難い大切なものです。
　「まちづくりは生きもの」であり、常に変
化しているためマニュアルは存在しません。
だからこそ、今の人が求めるニーズに合わせ
て私たちの考え方を変える必要があります。

義 務的要素が強いと言われる自治会・行
政区、地域コミュニティ、消防団には、

昔からの決め事などが多くあります。それら
を守ることは大切なことかもしれません。
　しかし、これからも地域のつながりを継続
させていくためには、周りが求めるニーズを
しっかり捉え、変化していく必要があります。
　自治会・行政区や地域コミュニティなどが
育む地域のつながりは、間違いなくこれから
も必要なものであり、大切なものです。それ
らを新しい形に変えられるよう、今、自分た
ちにできることを皆さんでしっかりと話し
合ってみましょう。
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私
た
ち
の
ま
ち
で
は
、
た
く
さ
ん
の
地
域
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

図3：地域活動参加状況についてのアンケート

あなたが、地域の活動に参加していない理由は何ですか？Q

義務的

目的

自発的

癒やし、憩い
該当なし

趣味
サークル
同好会
など

目的交流型
（地域ボランティア）
・おもちゃドクター
・見守り隊
・子育て支援団体

義務的共同体
（地縁コミュニティ）
・自治会行政区
・消防団
・PTA

● コミュニティの分類
（石山恒貴編著「地域とゆるくつながろう－サードプレイスと関係人口の時代」をもとに作成）

出典：少子化対策と家族・地域の絆に関する意識調査(内閣府)
［H19.2実施・計1,032人、複数回答あり］

(％)

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て

い
く
と
、
地
域
に
お
い
て
孤
独
状

態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
人
間
は
社
会
的

動
物
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く

と
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
大
き
な
悪
影
響

が
出
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
に
は
こ
の
よ
う
な
「
一

人
ぼ
っ
ち
」
の
人
が
、
高
齢
者
や
子
育
て

中
の
母
親
、
居
場
所
の
な
い
子
ど
も
た

ち
、
移
住
し
て
き
た
人
、
外
国
人
な
ど
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
地
域
に
溶
け
こ

む
た
め
に
は
、
魅
力
に
感
じ
ら
れ
る
場
所

や
活
動
が
、
普
段
か
ら
充
実
し
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

 
時
代
に
あ
っ
た
つ
な
が
り
方
を

　
魅
力
あ
る
場
所
や
活
動
を
増
や
し
充
実

さ
せ
る
に
は
、
従
来
型
の
義
務
的
・
強
制

的
な
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
「
ゆ
る
い
つ

な
が
り
」
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
人
の
考

え
方
や
付
き
合
い
方
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
現
代
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
の

考
え
方
も
新
し
い
も
の
に
変
化
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る
地
域
活
動
が
、

こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
新
た
な
人
を
惹ひ

き
付
け
る
仕
組
み
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

地
域
に
お
け
る
私
の
居
場
所

　
こ
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
と
の
関

わ
り
に
「
自
分
は
関
係
な
い
」
と
一
線
を

引
い
て
い
る
傍
観
者
が
意
識
を
変
え
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
の
中
で
み
ん

な
と
一
緒
に
楽
し
め
る
活
動
や
関
わ
る
こ

と
の
で
き
る
場
所
が
、
そ
ん
な
人
た
ち
を

惹
き
付
け
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
活
動
を
今
後
と
も
持
続

可
能
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
令

和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
形
へ
と

舵
を
切
る
時
な
の
で
す
。
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活動することのメリットが感じられないから

地域の活動における人間関係が煩わしいから

身体的・精神的な負担が大きいから

活動に関する情報が少ないから

仕事が忙しくて時間がないから
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